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子育保育園での入園式

２・３ 平成25年度予算
４・５ ３月定例会で決めたこと
８〜12 村の姿勢を問う

14 あの問題は今…

15 みんなの声
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　安心・安全な村 づくりを目指して

村税
９億3,849万円
26.2％

繰入金
２億6,265万円

7.3％

地方交付税
13億5,000万円

37.7％

国庫支出金
　２億1,437万円
　6.0％

自主財源
39.5％

歳入
35億8,400万円

依存財源
60.5％

その他…4,795万円・1.4％

諸収入…5,011万円・1.4％

分担金及び負担金…
　5,797万円・1.6％

使用料及び手数料…
　5,865万円・1.6％

交付金…
　7,312万円・2.0％

村債…
　１億6,000万円
　4.4％

地方譲与税…
　１億240万円
　2.9％

県支出金
　２億6,830万円
　7.5％

　

村
税
は
、
固
定
資
産
税
が
工
場
増
設
、
新
築
家
屋
の
増
に
よ
る
増
額
が
見
込
ま
れ
る
が
、
個

人
住
民
税
は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
り
減
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
は

１
７
３
万
円
の
減
額
で
す
。

　

歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
は
、
39
・
５
％
、
依
存
財
源
は
、
60
・
５
％
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
常
に

健
全
な
財
政
運
営
が
必
要
で
す
。

今年度の新たな事業
総務課　　
　・ポンプ操法競技大会用小型ポンプ車購入
　・公有財産管理システム導入（電子化）
企画課
　・村政要覧等作成
保健福祉課
　・福祉センター施設改修

産業課
　・「燃やせるごみ指定袋」販売価格を減額
建設課
　・橋梁長寿命化修繕計画策定
教育委員会
　・大河原小学校大規模改造設計調査
　・多目的屋内運動場　人工芝張替工事

一般会  計予算

　平成25年度一般会計予算、５つの特別会計予算が提出され、全て原案のとおり可決しました。なお、
今回は、予算額の万円未満を四捨五入したため、必ずしも合計額と一致しておりません。

歳入
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平成25年４月15日・第67号

　安心・安全な村 づくりを目指して

歳出
35億8,400万円

民生費
９億7,804万円
27.3％

公債費
２億8,741万円

8.0％

農林水産業費
７億502万円
19.7％

総務費
５億8,595万円
16.3％

教育費
３億1,535万円

8.8％

衛生費…
１億9,699万円・5.5％

土木費
２億5,878万円・7.2％

その他…467万円・0.1％
災害復旧費…614万円・0.2％
商工費…668万円・0.2％

消防費…
１億6,858万円・4.7％

議会費…7,041万円・2.0％

歳出
　

国
営
赤
城
西
麓
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
返
済
金
（
改
良
区
ル
ー
ト
）、
関
屋
工
業
団
地
企
業

誘
致
奨
励
金
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
燃
や
せ
る
ご
み
指
定
袋
が
半
額
と
な
り
、
集
落
内
道
路
維
持
管
理
費
、
道

路
舗
装
費
が
増
額
と
な
り
道
路
面
の
凹
凸
が
改
修
さ
れ
ま
す
。
ま
た
未
来
を
担
う
児
童
の
た

め
に
大
河
原
小
学
校
の
大
規
模
改
修
に
向
け
て
の
調
査
設
計
費
が
計
上
さ
れ
、
地
域
密
着
型

の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
財
政
状
況
の
厳
し
さ
は
変
わ
り
な
く
、
引
き
続
い

て
財
政
健
全
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

予算総額 58億8,556万円
特別会計予算

総額 23億0,156万円
国民健康保険特別会計	 10億6,599万円	 （1,559万円増）

簡易水道事業特別会計	 １億2,913万円	 （2,315万円増）

農業集落排水事業特別会計	 ３億3,000万円	 （400万円増）

介護保険特別会計	 ６億9,989万円	 （3,758万円増）

後期高齢者医療特別会計	 7,655万円	 （▲379万円減）

（カッコ内の数字は前年度比）

（前年度比0.1％増）

一般会  計予算

平成25年度

予算
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３月
定例会
で決めたこと

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
日
に
村
長
か
ら
行
政
報
告
を
受
け
、
条
例
の
制
定
６
件
、
条
例
の
一
部
改
正

４
件
、
補
正
予
算
６
件
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
な
ど
合
計

25
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
最
終
日
に
質
疑
、
討
論
、
採
決
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
発
議
２
件
が
議
員
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定

　
「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移

動
等
の
円
滑
化
の
推
進
に
関
す

る
法
律
第
10
条
」が
改
正
さ
れ
、

歩
道
等
や
立
体
横
断
施
設
、
乗

合
自
動
車
停
留
所
、
自
動
車
駐

車
場
な
ど
独
自
に
基
準
を
定
め

る
も
の
で
す
。　
（
全
員
賛
成
）

条
例
の
改
正

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
設
置
事

業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
　

現
在
、
一
台
目
２
５
０
０
円

　
　

二
台
目
以
降
８
４
０
０
円

　

改
正
後

　
　

二
台
目
以
降
２
５
０
０
円

           

（
全
員
賛
成
）

福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

  

引
用
し
て
い
る
「
障
害
者
自

設
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設

備
基
準
、
運
営
基
準
等
に
つ
い

て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
条

例
で
規
定
す
る
も
の
で
す
。

            

（
全
員
賛
成
）

道
路
構
造
条
例
の
制
定

　
「
道
路
法
第
30
条
」
が
改
正

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
国
で
定
め
て

い
た
道
路
の
構
造
に
係
る
技
術

的
基
準
を
条
例
で
定
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。（
全
員
賛
成
）

道
路
標
識
条
例
の
制
定

　
「
道
路
法
第
45
条
」
が
改
正

さ
れ
、
村
が
管
理
す
る
道
路
の

案
内
標
識
や
警
戒
標
識
、
こ
れ

ら
の
補
助
標
識
の
寸
法
や
文
字

の
大
き
さ
に
つ
い
て
条
例
で
定

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要

条
例
の
制
定

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

本
部
条
例
の
制
定

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
と

き
に
は
、
直
ち
に
対
策
本
部
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

            

（
全
員
賛
成
）

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

国
が
定
め
て
い
る
高
齢
者
施

立
支
援
法
」
が
「
障
害
者
総
合

支
援
法
」
に
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一

部
改
正

　

小
口
資
金
の
返
済
負
担
軽
減

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
借
り

換
え
制
度
や
借
り
換
え
条
件
の

緩
和
が
継
続
さ
れ
、
ま
た
平
成

24
年
度
以
前
に
受
け
た
融
資
の

期
間
に
つ
い
て
最
長
で
３
年
間

延
長
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
改
正

　
「
水
道
法
」
が
改
正
さ
れ
、

水
道
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置

基
準
や
資
格
基
準
、
水
道
技
術

管
理
者
に
必
要
な
資
格
基
準
に

つ
い
て
、
条
例
で
定
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。（
全
員
賛
成
）

そ　

の　

他

村
道
路
線
の
認
定

村
道
路
線
の
廃
止

　

県
が
実
施
し
た
入
沢
地
区
砂

防
工
事
に
よ
り
、路
線
の
起
点
、

終
点
に
変
更
が
生
じ
た
入
沢
７

国保給付費増で一般会計から

8,000万円を繰※ 出し
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平成25年４月15日・第67号

号
線
外
５
路
線
の
村
道
認
定
・

廃
止
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定

　

村
道
に
お
い
て
、
車
両
を
破

損
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
修
理

代
を
支
払
う
も
の
で
す
。

　
（
全
員
賛
成
）

発　
　
　

議

議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

　

本
会
議
に
お
い
て
も
、
委
員

会
同
様
、
公
聴
会
の
開
催
や
参

考
人
の
招
致
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
の
改
正
で
す
。

          　
（
全
員
賛
成
）

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参
加
断
固
反
対
に

関
す
る
意
見
書

　

本
村
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
芋
の

生
産
量
日
本
一
を
誇
り
、
ま
た

首
都
圏
へ
の
生
鮮
野
菜
の
供
給

基
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業

を
守
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣

や
衆
・
参
議
院
議
長
、
関
係
大

臣
宛
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も

の
で
す
。　
　
　
（
全
員
賛
成
）

一般会計補正予算（第７号）
　歳入・歳出2,161万８千円を減額し、総額
を38億4,664万８千円とするもの。（全員賛成）

【主な歳出】
事業所設置奨励金　　　　　　1,000万円減
国民健康保険税減額分繰出金　8,000万円増
農道保全対策事業負担金　　　2,500万円増
除雪作業費　　　　　　　　　3,000万円増
社会体育館耐震補強及び
　改修工事実施設計委託料　　　683万円増

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　歳入・歳出5,707万７千円を追加し、総額
を11億5,039万４千円とするもの。（全員賛成）

【主な歳出】
一般被保険者療養給付費　3,674万１千円増
退職被保険者等療養給付費　　　700万円増
後期高齢者支援金　　　　　677万３千円増
療養給付費等負担金精算返納金
　　　　　　　　　　　　　802万８千円増

簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
　歳入・歳出29万６千円を追加し、総額を
１億2,801万８千円とするもの。（全員賛成）

【主な歳出】
県営基幹水利施設（赤城北麓）ストックマネジ
メント負担金　　　　　　　　　　77万円増

農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
　歳入・歳出2,551万７千円を減額し、総額
を３億600万円とするもの。　　（全員賛成）

【主な歳出】
処理施設維持管理委託料　　　　350万円増
汚泥仮置場整備工事費　　　　　800万円減
新規施設管路工事費　　　　　　400万円減
浄化槽設置工事費　　　　　　2,300万円減

介護保険特別会計補正予算（第３号）
　歳入・歳出333万７千円を追加し、総額を
６億7,539万３千円とするもの。（全員賛成）

【主な歳出】
介護サービス等諸費　　　1,655万８千円増
介護予防サービス給付費　1,903万３千円減
特定入所者介護サービス費　624万９千円増

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　歳入・歳出415万６千円を減額し、総額を
7,618万５千円とするもの。　　（全員賛成）

【主な歳出】
後期高齢者医療広域連合納付金　354万円減

平成24年度 補正予算

※操出しとは、一般会計と特別会計、または特別会計間で支出されること。



6

　

３
月
12
日
に
総
務
民
生
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ

た
陳
情
等
に
つ
い
て
の
現
地
調

査
や
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
多

機
能
型
事
業
所
「
星せ

い

夜や

の
森
学

舎
」
等
の
現
地
視
察
を
し
、
そ

の
後
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

３
件
の
請
願
等
を
審
査

　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推

進
す
る
基
本
法
（
仮
称
）」
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
に

関
す
る
陳
情
で
は
、
全
国
で
年

間
自
殺
者
が
３
万
人
に
も
上

り
、
３
２
０
万
人
超
の
人
々
が

精
神
疾
患
の
た
め
に
医
療
機
関

で
受
診
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
、
こ
こ
ろ
の
健
康

を
国
の
重
要
施
策
と
位
置
付

け
、
基
盤
と
な
る
法
律
の
制
定

を
求
め
る
と
い
っ
た
内
容
で
す

が
、
さ
ら
に
内
容
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
会
一
致
で
継
続
審
査
と

し
ま
し
た
。

　

年
金
２
・
５
％
削
減
の
中

止
を
求
め
る
意

見
書
の
請
願

で
は
、
年
金

の
削
減
と
消
費

税
増
税
時
期
が

重
な
り
、
高
齢

者
の
生
活
が
苦

し
く
な
る
こ
と

か
ら
、
内
閣
総

理
大
臣
宛
て
中

止
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を

お
願
い
す
る
と

い
っ
た
内
容
で

す
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
介
護

保
険
料
な
ど
負

担
も
重
く
、
趣

旨
は
理
解
で
き

総務民生常任委員会

星夜の森学舎について説明する大竹施設長

全会一致で新年度予算を可決

る
も
の
の
、
少

子
高
齢
化
社
会

の
中
で
、
国
の

財
政
を
考
え
た

中
で
の
判
断
が

必
要
で
あ
る
と

の
こ
と
か
ら
、

賛
成
多
数
に
よ

り
趣
旨
採
択
と

し
ま
し
た
。

　

田
岸
地
内
消

火
栓
設
置
に
つ

い
て
の
陳
情
で

は
、
当
該
地
域

は
消
火
栓
が
少

な
く
、
有
効
範

囲
で
あ
る
１
２

０
㍍
か
ら
も
は

ず
れ
て
お
り
、
付
近
は
人
家
も

多
い
た
め
、
道
路
舗
装
の
前
に

設
置
す
べ
き
と
の
こ
と
か
ら
、

全
会
一
致
で
採
択
と
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
付
託
さ
れ
た
平
成

25
年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
審
査
を

行
っ
た
結
果
、一
般
会
計
予
算
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
、介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
い
ず
れ
も
、
全
会
一
致
で
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

村政一般、庶務、民生、保健、他の委員会に属さない事項を所管

企
業
誘
致
奨
励
金
が
終
了

　

平
成
19
年
度
か
ら
関
屋
工
業

団
地
に
進
出
し
た
企
業
に
支
出

し
て
き
た
事
業
所
設
置
奨
励
金

等
が
、
24
年
度
（
８
２
９
７
万

１
千
円
）
を
も
っ
て
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
年
度
は
、
村
勢
要

覧
の
作
成
や
第
二
保
育
園
へ
の

遊
具
の
設
置
、
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
用
の
小
型
ポ
ン
プ
車
購

入
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

田岸地内の消火栓設置要望箇所を調査
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平成25年４月15日・第67号

文教産建常任委員会

　

３
月
13
日
に
文
教
産
建
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ

た
案
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
村
道
糸
井
赤あ

か

西せ
い

40
号
線
道

路
舗
装
工
事
」
の
請
願
に
つ
い

て
、
現
地
で
提
出
者
等
の
説
明

を
受
け
た
後
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
当
村
道
は
、
水
は
け
が

悪
く
、
豪
雨
時
に
は
路
面
が
流

出
し
、
雪
解
け
時
に
は
路
面
が

軟
弱
に
な
り
、
通
行
に
支
障
を

来
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
た

め
、
全
会
一
致
で
採
択
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
村
内
に
は
、
こ

う
し
た
状
況
の
箇
所
も
多
く
、

今
後
、
計
画
的
な
整
備
を
す
る

べ
き
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
の

う
ち
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

大
河
原
小
大
規
模
改
造
へ

　

一
般
会
計
予
算
に
お
い
て
は

新
年
度
、「
燃
や
せ
る
ご
み
指

定
袋
」
の
価
格
が
半
額
と
な
り

ま
す
。
国
営
赤
城
西
麓
土
地
改

良
事
業
の
改
良
区
ル
ー
ト
の
負

担
金
が
24
年
度
（
８
１
０
１
万

１
千
円
）
で
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
鳥
獣
害
防
止
施
設
工
事

費
や
村
道
等
の
補
修
費
が
増
額

と
な
り
ま
す
。教
育
関
係
で
は
、

築
32
年
が
経
過
し
た
大
河
原
小

学
校
の
大
規
模
改
造
設
計
委
託

料
が
予
算
計
上
さ
れ
、
多
目
的

屋
内
運
動
場
の
人
工
芝
張
替
工

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
工
期
中
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
完
成
後

は
安
心
し
て
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
現
況
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
等
安
全
に
努
め
る
よ
う
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

慎
重
審
議
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

計画的な村道整備を要請
教育、産業、経済、土木、建設、簡易水道、農業集落排水等に関する事項を所管

特
別
会
計
は
全
会
一
致
で

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
で
は
、東
部
簡
易
水
道
の「
膜

ろ
過
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
交
換
等
の

修
繕
料
、
老
朽
化
に
伴
う
水
道

施
設
監
視
シ
ス
テ
ム
更
新
の
た

め
の
リ
ー
ス
料
な
ど
が
増
額
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算
で
は
、

電
気
料
の
値
上
げ
や
計
画
的
修

繕
を
進
め
る
た
め
の
修
繕
料
な

ど
が
増
額
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
、
審
議
し
た
結
果
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

農業体質強化基盤整備促進事業で改修した桂坂板戸線

村道糸井赤西40号線を調査
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一般質問

６
次
産
業
化
法
は
農

家
が
新
た
な
商
品
開

発
、
販
路
の
拡
大
な
ど
に
よ

り
所
得
の
増
大
に
つ
な
が
り

農
林
漁
業
に
よ
る
雇
用
の
創

出
等
、
村
の
活
性
化
と
持
続

可
能
な
発
展
の
た
め
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
さ
く
ら
工
房
な

ど
へ
の
機
械
の
買
い
換
え
を

支
援
、
ま
た
新
た
な
商
品
開

発
の
た
め
減
圧
乾
燥
機
に
よ

る
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
生
産

支
援
や
役
場
係
に
６
次
産
業

係
を
新
設
す
る
考
が
え
は
あ

る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

道
の
駅
あ
ぐ
り
ー
む

館
で
は
食
堂
と
売
店

が
一
つ
建
物
の
中
に
混
住

し
、
双
方
の
利
用
者
が
不
自

由
を
き
た
し
て
い
る
様
に
感

じ
ら
れ
る
が
新
た
な
建
物
を

考
え
て
い
る
の
か
お
伺
い
し

た
い
。

　

農
産
物
直
売
所
株
式
会
社

み
ず
ほ
の
長
谷
川
社
長
の
理

念
は
全
国
約
１
万
７
千
箇
所

あ
る
農
産
物
直
売
所
は
「
プ

ロ
の
農
業
経
営
者
が
農
産
物

の
品
質
を
競
い
再
生
産
出
来

る
価
格
で
商
品
を
販
売
す
る

舞
台
、
本
物
を
求
め
る
お
客

さ
ん
と
の
出
会
い
の
場
で
あ

る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。　

　

村
長
と
し
て
の
旬
菜
館
の

運
営
と
今
後
の
目
指
す
べ
き

運
営
方
針
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　

ス
タ
ー
ト
し
て
２
年
目
で

あ
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
建

物
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
し

な
い
と
そ
の
先
に
進
め
な
い

６
次
産
業
化
法
事
業
の
推
進
を

あ
ぐ
り
ー
む
館
・
旬
菜
館
の
今
後

の
運
営
は

乳
幼
児
へ
誕
生
か
ら

の
24
ヶ
月
お
む
つ
給

付
事
業
を
進
め
、
子
育
て
支

援
の
拡
充
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

お
む
つ
給
付
に
つ
い
て
は

実
施
し
た
か
っ
た
ん
で
す

が
、
予
算
計
上
出
来
な
か
っ

た
の
で
今
後
実
現
出
来
る
よ

う
に
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

子育て支援おむつ給付を

加藤　生 議員

問答
村　

長

問

問

さくら工房と商工会が入っている「あぐりーむ館」

子どもは社会の宝

　

村
と
し
て
は
６
次
産
業
に

取
り
組
む
事
業
主
体
が
あ
れ

ば
、
村
と
し
て
支
援
、
協
力

を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
村

独
自
の
支
援
は
、
県
の
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し

た
い
。
機
械
に
つ
い
て
は
、

使
い
勝
手
、
老
朽
化
等
を
調

査
し
今
後
改
善
を
進
め
た

い
。
ま
た
、
６
次
産
業
係
の

設
置
は
６
次
産
業
化
の
推
移

を
見
守
り
な
が
ら
体
制
を
含

め
検
討
し
た
い
。

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
の
段
階
で
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

旬
菜
館
の
使
用
者
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
き
問
題
解
決

に
努
め
た
い
。「
新
鮮
」「
安

全
」「
安
心
」
な
良
い
野
菜
・

加
工
品
を
出
荷
が
旬
菜
館
使

用
の
大
原
則
関
係
各
位
の
意

見
を
聞
き
旬
菜
館
の
進
む
べ

き
道
を
見
極
め
た
い
。

答
村　

長

答
村　

長
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昭
和
の
森
ゴ
ル
フ

場
・
山
荘
の
経
営
は

大
変
だ
と
思
う
が
内
容
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ゴ
ル

フ
場
で
は
客
の
減
少
又
山
荘

で
は
施
設
老
朽
化
等
で
改
修

費
が
重
な
る
が
、
今
後
の
長

期
的
な
計
画
は
。

　

ゴ
ル
フ
場
、
山
荘
は
指
定

管
理
者
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ス

コ
ー
レ
㈱
が
管
理
運
営
を
し

昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
場
・
山
荘
の
今
後
の
方
向
性
は

問

畑の土が道路に流出眺望抜群の昭和の森ゴルフ場

て
い
ま
す
。
経
営
状
況
は
平

成
22
年
度
が
マ
イ
ナ
ス
２
３

９
万
円
、
23
年
度
は
マ
イ
ナ

ス
６
８
３
万
円
で
す
。
主
な

要
因
は
、
利
用
客
の
減
少
で

す
。

　

山
荘
は
村
に
と
っ
て
唯
一

の
宿
泊
施
設
と
し
て
重
要
で

あ
り
、
観
光
拠
点
、
情
報
発

信
基
地
と
し
て
の
役
割
を
発

揮
し
、
雇
用
促
進
、
地
域
活

性
化
の
役
割
を
担
う
施
設
と

し
て
、
新
た
な
事
業
展
開
と

道
路
側
の
木
が
大
き

く
な
り
、
通
行
に
危

険
な
場
所
が
あ
る
。
地
区
で

の
伐
採
な
ど
は
、
地
区
外
の

所
有
者
が
多
く
同
意
を
得
る

の
が
大
変
で
あ
る
。
道
路
側

の
畑
の
土
等
が
出
て
白
線

が
見
え
な
い
場
所
が
あ
る
が
、

村
が
中
心
に
な
っ
て
安
全
対

策
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

道
路
側
の
竹
木
等
は
、
所

有
者
に
責
任
が
問
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
危
険
で
あ

道路の安全対策の確保を

星野　吉一 議員

問答
村　

長

る
旨
を
早
く
知
ら
せ
、
よ
り

迅
速
に
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。
又
地
域
の
要
望
を
聞

き
、
一
歩
一
歩
進
め
て
い
ま

す
。
地
区
外
の
問
題
に
つ
い

て
は
十
分
調
査
を
し
て
お
願

い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
畑
の
土
が
出
て
外
側

線
が
見
え
な
い
の
は
、
耕
作

者
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る
問

題
で
も
あ
り
、
広
報
紙
等
で

周
知
す
る
と
と
も
に
、
各
区

長
さ
ん
や
農
業
委
員
さ
ん
と

協
力
し
な
が
ら
今
後
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

答
村　

長

経
営
努
力
を
し

て
頂
き
、
25
年

の
更
新
時
に
検

討
し
て
い
き
た

い
。
施
設
は
予

算
が
と
れ
な
い

と
い
う
な
か

で
、
必
要
最
小

限
の
改
修
で
ご

理
解
を
頂
き
、

今
後
検
討
し
て

参
り
ま
す
。
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一般質問

こ
れ
か
ら
の
村
づ

く
り
を
考
え
る
中

で
、
と
て
も
大
切
な
場
所
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
赤
城
山
に

続
く
森
林
地
帯
で
、
周
囲
の

山
々
が
一
望
で
き
、
す
ば
ら

し
い
景
観
を
持
つ
赤
城
高
原

交
流
ゾ
ー
ン
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
横
浜
市
少
年
自
然
の

家
赤
城
林
間
学
園
や
、
千
年

の
森
サ
ッ
カ
ー
場
、
昭
和
の

森
ゴ
ル
フ
場
・
山
荘
な
ど
が

あ
り
、
年
間
、
宿
泊
も
含
め
、

村
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が

来
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

村
の
活
性
化
に
活
か
し
き
れ

て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

村
に
お
い
て
も
、
重
点
箇

所
と
し
て
位
置
付
け
、
こ
の

エ
リ
ア
を
一
帯
と
し
て
考
え

て
、
よ
り
一
層
、
魅
力
の
あ

る
場
所
に
な
る
よ
う
に
、
関

係
団
体
と
協
議
し
て
、
森
林

の
保
全
を
考
え
た
森
林
公
園

整
備
の
推
進
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

　

横
浜
市
少
年
自
然
の
家
赤

城
林
間
学
園
周
辺
や
、
昭
和

の
森
ゴ
ル
フ
場
・
山
荘
、
ま

た
千
年
の
森
サ
ッ
カ
ー
場
周

森林公園整備の推進を

兵藤　喜孝 議員

問

辺
は
、
第
４
次
総
合
計
画
の

土
地
利
用
基
本
構
想
の
中

で
、
赤
城
高
原
交
流
ゾ
ー
ン

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
自
然
や
農
業
環
境
と
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
、
観

光
・
交
流
ゾ
ー
ン
と
し
て
、

整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
赤
城
高
原
交

流
ゾ
ー
ン
に
は
、
森
林
ゾ
ー

ン
と
重
な
る
場
所
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
所

は
、
森
林
ゾ
ー
ン
の
構
想
で

あ
る
国
土
保
全
や
水
源
か
ん

養
、
保
健
休
養
、
潤
い
の
あ

る
景
観
形
成
な
ど
の
考
え
方

も
採
り
入
れ
た
整
備
が
必
要

で
す
。

　

現
状
で
は
、
県
の
森
林
整

備
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
に
よ
り
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
や
は
り
、
点

だ
け
で
な
く
線
で
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
多
様
的

な
活
用
や
取
り
組
み
が
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

交
流
の
あ
る
都
市
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
と
協
議
を

し
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答
村　

長

赤城高原交流ゾーンにある千年の森サッカー場と赤城林間学園
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子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成

長
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
将

来
の
た
め
に
も
大
変
意
義
深

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
の

動
向
を
把
握
し
、
財
政
状
況

の
慎
重
な
検
討
を
踏
ま
え
て

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

追
分
地
区
の
山
林
15
・
５

㌶
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
農
地

造
成
を
行
う
開
発
事
業
構
想

協
議
書
が
提
出
さ
れ
、
雪
解

け
後
に
現
地
調
査
を
行
い
、

可
否
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

自
給
率
向
上
に
つ
い
て
は
、

日
米
共
同
声
明
で
関

税
撤
廃
が
原
則
と
確

認
さ
れ
た
。
世
界
で
10
億
人

が
飢
餓
に
苦
し
み
、
地
球
的

規
模
で
食
糧
不
足
が
深
刻
化

す
る
な
か
、
日
本
農
業
を
つ

ぶ
し
て
ま
で
輸
入
依
存
を
強

め
る
こ
と
は
途
上
国
の
食
糧

を
奪
う
犯
罪
行
為
と
同
じ
こ

と
。

　

村
ぐ
る
み
の
反
対
期
成
同

盟
な
ど
、
運
動
を
強
化
し
て

い
く
べ
き
だ
。
見
解
と
対
応

や
対
策
を
伺
い
た
い
。

　

国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て

い
な
い
状
況
で
の
交
渉
参
加

へ
の
判
断
は
、
誠
に
遺
憾
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

自
民
党
の
多
く
の
国
会
議

員
が
反
対
を
訴
え
て
政
権
復

帰
し
た
の
に
、
政
府
の
判
断

だ
け
で
参
加
す
る
こ
と
は
、

ご
ま
か
し
で
あ
り
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
機
会
あ
る
毎
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
を
訴
え
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
各
種
農

業
団
体
等
関
係
機
関
と
相
談

し
、
断
固
反
対
へ
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

先
進
国
で
は
当
然
の

幼
児
教
育
無
償
化

を
、
国
も
検
討
し
て
い
る
な

か
、
村
長
の
公
約
実
現
を
切

に
願
う
立
場
か
ら
、
県
内
の

現
状
や
見
解
、
ど
の
よ
う
に

公
約
を
実
現
さ
れ
る
の
か
伺

い
た
い
。

　

県
内
２
町
村
が
完
全
無
料

化
を
、
15
町
村
が
３
子
以
降

無
料
化
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

村
内
２
カ
所
目
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
へ

の
対
応
は
。
国
や
県
と
同
様

に
推
進
計
画
、
推
進
体
制
を

整
備
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
１
０
０
％
の
村
づ
く
り

へ
、
村
事
業
と
し
て
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
や
公
共
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
の
設
置
を
推
進

す
る
よ
う
求
め
る
。

村ぐるみでTPP反対運動を
強化すべき

林　幸司 議員

問

問問 答
村　

長

答
村　

長

村
長
の
公
約
、
保
育
料
無
料
化
の

実
現
を

脱
原
発
へ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
を

答
村　

長

第３子以降の保育料無料化は継続

県
が
示
す
電
源
群
馬
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
添
っ
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

千
年
の
森
に
続
い
て
、
残

り
の
工
場
用
地
に
つ
い
て
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
誘
致
を
含
め

検
討
し
て
、
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
、
経
費
や
施
設
の
状

況
を
確
認
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一般質問

みなさんからの請願・陳情みなさんからの請願・陳情
自　平成25年２月14日　至　平成25年２月27日

受理
番号

受　理
年月日 件　　　　　名 請願・陳情者 紹介議員

氏　　名
付　託
委員会

審議
結果

43 H25. ２.14
請願書　村道糸井赤西40号線道路舗装工
事のお願いについて

受益者代表
加藤　幸市

加藤　生
⻆田　茂

文教
産建 採択

44 H25. ２.20
「こころの健康を守り推進する基本法（仮
称）」の制定を求める意見書の採択に関する
陳情書

ＮＰＯ法人こころの応援団
代表　千代田　すみ子

総務
民生

継続
審査

45 H25. ２.25
年金2.5%削減の中止を求める意見書の請
願

全日本年金者組合群馬県本部
執行委員長　女屋　定俊
利根支部長　　林　マツ

林　幸司 総務
民生

趣旨
採択

46 H25. ２.27
陳情書　田岸地内消火栓設置についてのお
願い

田岸区長　　横坂　先夫
第８分団長　奈良　　浩

総務
民生 採択

体育協会主催の剣道大会

中
学
で
の
部
活
は
団

体
的
教
育
活
動
だ

が
、
指
導
者
も
、
指
導
し
て

も
ら
う
生
徒
も
、
間
違
い
が

起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
の

で
、
し
っ
か
り
指
導
者
の
教

育
も
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が

い
か
が
か
。

　

ま
た
、
一
般
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人

が
指
導
し
て
い
る
の
か
、
お

聞
き
し
た
い
。

　

指
導
に
あ
た
る
顧
問
教
師

は
、
必
ず
し
も
そ
の
競
技
の

専
門
性
を
有
す
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
外
部
指

導
者
を
活
用
す
る
場
合
、
昭

和
中
に
お
き
ま
し
て
は
、
昭

和
中
学
校
部
活
動
外
部
指
導

スポーツにおける指導方法は

横坂　先夫 議員

問

者
規
定
と
い
う
の
を
つ
く
っ

て
お
り
ま
す
。
学
校
の
教
育

活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
部
活
動
に
お
い
て
は
、
技

術
的
、
人
格
的
に
す
ぐ
れ
て

い
る
者
を
部
活
動
の
指
導
者

と
し
て
迎
え
、
顧
問
の
指
導

の
も
と
で
、
主
に
生
徒
の
技

術
的
指
導
の
助
言
に
当
た
る

と
い
う
よ
う
な
目
的
で
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
つ

い
て
は
、
主
に
地
域
の
経
験

者
や
団
員
の
保
護
者
が
指
導

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
に

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者

は
、
団
体
へ
の
登
録
、
県
の

認
定
指
導
員
の
必
要
性
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
社
会
人
ス

ポ
ー
ツ
で
は
経
験
者
が
中
心

と
な
っ
て
い
ま
す
。

答
教
育
長



13

平成25年４月15日・第67号 視調話視　察・調　査・トピックス

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
反
対
を
要
望

　

４
月
２
日
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）交
渉
参
加
断
固
反
対
に
関
す
る

要
望
の
た
め
、
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

に
あ
る
衆
・
参
両
院
議
員
会
館
を
訪
問
し

ま
し
た
。

  

こ
れ
は
、
安
倍
首
相
が
３
月
15
日
に
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
に
参
加
す
る
こ
と
を
正
式

に
表
明
し
た
こ
と
を
受
け
て
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
村
長
、
議
員
全
員
、
農
業

委
員
17
人
が
参
加
。
２
班
に
分
か
れ
て
、

群
馬
県
選
出
の
国
会
議
員
十
名
や
前
横
浜

市
長
の
中
田
宏
衆
議
院
議
員
、
前
橋
女
子

高
校
出
身
の
中
山
恭
子
参
議
院
議
員
の
事

務
所
を
訪
ね
、
要
望
書
を
提
出
し
て
き
ま

し
た
。

　

要
望
内
容
は
、
①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
６

項
目
の
公
約
を
守
り
、
本
村
の
特
産
物
で

あ
る「
こ
ん
に
ゃ
く
芋
」の
除
外
が
担
保
さ

れ
な
い
限
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
し
な

い
こ
と
。
②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
あ
た
っ
て
、

国
益
を
損
な
う
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
場

合
、
即
座
に
交
渉
参
加
か
ら
撤
退
す
る
こ

と
。
以
上
２
点
に
つ
い
て
、政
府
に
対
し
、

強
く
働
き
か
け
て
い
た
だ
く
よ
う
、
要
請

し
ま
し
た
。

佐田玄一郎衆議院議員に要望書を手渡す

上野ひろし衆議院議員にTPP反対を要請

15日

17日

25日

３日

５日

９日

14日

15日

16日

20日

21日

22日

26日

27日

28日

    ６日

７日

８日

11日

12日

13日

15日

18日

19日

21日

23日

25日

26日

28日

１日

２日

５日

８日

９日

10日

12日

13日

15日

●広域圏定例議員協議会
　定例議長会
　新年懇話会

●群馬県市町村トップセミナー

●学校給食試食会
　議会全員協議会

●ピンポンフェスティバル

●景観学習会

●ウインターフェスティバル2013

●定例議長会
　利根沼田学校組合議会議員協議会
　広域圏定例議員協議会

●利根沼田地域県政懇談会

●生涯学習大会

●県町村議会議長会定期総会

●利根沼田広域圏議会定例会
　利根沼田学校組合議会定例会
　沼田市外二箇村清掃施設組合議会定例会

●議会全員協議会

●簡易水道運営協議会

●緊急告知ＦＭラジオ運営協議会

●議会運営委員会
　議会広報編集特別委員会

●第１回昭和村議会定例会
　本会議（初日）
　議会全員協議会

●議会全員協議会

●議会全員協議会

●議会全員協議会
　本会議（第２日）

●総務民生常任委員会

●昭和中学校卒業式
　文教産建常任委員会

●本会議（最終日）

●議会広報編集特別委員会

●「やさい王国　昭和村」フォトコンテ
スト実行委員会並びに審査委員会

●家族経営協定調印式
 

●村内保育園卒園式

●村内小学校卒業式

●議会全員協議会
　議会運営委員会

●議会広報編集特別委員会
　良い歯の子と育てた家族の表彰式

●消防分団長会議
　消防委員会

●ＴＰＰ交渉参加断固反対に関する
要望書提出（国会議員会館）

●村内保育園入園式
　議会広報編集特別委員会

●昭和中学校入学式
　村内小学校入学式

●塚越仁慈先生油絵展及び東京
都庁見学

●玉村町議会交流会

●昭和村太陽光発電所地鎮祭

●村の木「さくら」記念植樹

●定例議長会
　広域圏定例議員協議会
　利根沼田春季行政懇談会

３月 ４月

２月

１月
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森下宿の今

追跡
シリーズ　　

19人
、
物
全
て
が
往
来
し
た
沼
田
街
道
の
案
内
板
等
の
設
置
を

（
平
成
23
年
６
月
定
例
議
会
一
般
質
問
）

　

議
員
が
行
う
提
言
な
ど
は
、
村
政
に

ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
皆
さ
ん

か
ら
の
請
願
や
陳
情
は
議
会
採
択
後
、

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

そ
の
後
の
経
過
を
追
跡
し
ま
す
。

問

答

　沼田街道は江戸時代の会津、三国街道に通じる重要なルートとし
て賑わい、その宿場、森下宿の歴史を伝える案内板等の設置について、
計画はあるのか。

　沼田街道の案内板等の設置については、歴史的、文化的な資産、

史跡ツアーコースなどの可能性を含め、関係機関のご意見を聞きな

がら検討していきたい。

その後
　25年度予算で、沼田街道・森下宿の案内板設置予算を計上し

事業を具体的に進めていきます。

　同時に村内石仏調査を行うことで、当時の街道の道筋が浮か

んでくるものと思います。

　これを期に村内の皆さん、そして多くの人々が訪れるような

期待感も高まり、当時を振り返る場所ができることを期待します。

沼田街道は…
　江戸より中山道を通り、前橋から利根・沼田方面に向かう道

筋であり戦国時代には軍用道路として、江戸時代には沼田藩主

の参勤交代路として、そして、物品等の搬出路としても重要な

道筋でもありました。

　その沿道には、沼田城の砦「長井坂城」「森下城」「阿曾城」があ

り、昭和村の戦国時代に北条氏と真田氏が争奪を繰り返した拠

点を振り返る歴史的価値の高い史跡でつながっています。その

街道に道標を設定することで時代を振り返るコースを歩き、訪

ねることができ、昭和村の歴史を再発見することが可能となります。

　さらに、当時宿場として賑わった「森下宿」を表示することで、

道路沿線の家並み等に思いを浮かべ、昭和村の戦国時代から沼

田城を起点とした時代の流れを振り返ることができます。

あ
の
問
題
は
今
…
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平成25年４月15日・第67号

女
性
農
業
委
員
と
し
て

　

昭
和
村
女
性
農
業
委
員
に
推
薦
し
て

頂
き
、
何
も
解
ら
ず
に
始
ま
っ
て
し
ま

い
毎
日
が
勉
強
の
日
々
で
す
。研
修
会
、

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
参
加
し
、
そ
の

後
、感
想
文
提
出
と
息
つ
く
間
も
な
く
、

次
の
会
議
の
日
程
が
決
ま
り
目
ま
ぐ
る

し
い
現
在
で
す
。
ま
た
委
員
の
活
動
は

人
・
農
地
プ
ラ
ン
や
認
定
農
業
者
、
家

族
経
営
協
定
、
農
業
者
年
金
の
勧
め
な

ど
が
主
で
す
。

　

昭
和
村
の
委
員
さ
ん
は
何
と
言
っ
て

も
全
員
が
専
業
農
家
で
元
気
な
村
！
と

胸
を
張
っ
て
参
加
で
き
る
事
が
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

持
っ
て
魅
力
あ
る
経
営
の
お
手
伝
い
に

と
、
こ
れ
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
が
大
き
な

壁
と
な
り
ま
す
が
、
議
員
さ
ん
、
委
員

先
輩
皆
様
の
ご
指
導
の
も
と
で
、「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
、
昭
和
村
」
が
い

つ
ま
で
も
繁
栄
を
続
け
る
こ
と
が
、
私

の
祈
念
と
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

農
業
委
員
に
な
っ
て

　

農
業
委
員
の
話
を
頂
い
た
時
は
他
に

適
任
者
が
多
く
い
る
だ
ろ
う
と
一
度
は

お
断
り
し
ま
し
た
。
一
回
目
の
会
議
に

出
席
し
ま
し
た
が
何
も
わ
か
ら
な
い
ま

ま
一
月
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
ま

す
。
又
女
性
委
員
だ
け
の
出
席
す
る
会

議
が
多
い
の
に
も
驚
き
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
推
進
会
議
、
男
女
共

同
参
画
推
進
会
議
、
女
性
農
業
委
員
研

修
会
な
ど
で
す
。

　

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会
に
出
席
し

て
、
そ
の
中
で
嬬
恋
村
農
業
委
員
の
久

保
さ
ん
の
「
村
を
元
気
に
自
分
達
元
気

に
」
と
い
う
講
演
を
聞
き
、
農
業
委
員

五
期
目
と
漬
物
加
工
な
ど
に
大
変
努
力

な
さ
っ
て
い
る
事
に
驚
き
ま
し
た
。

　

先
日
の
、
み
な
か
み
町
の
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
た
利
根
農
業
委
員
研
修
会
に
参

加
し
て
、
他
の
町
村
の
委
員
さ
ん
と
会

話
す
る
機
会
が
も
て
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
我
が
家
で
も
ま
だ
家
族
経
営

協
定
を
結
ん
で
お
り
ま
せ
ん
の
で
任
期

中
に
は
結
び
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

男
性
の
役
割
、
女
性
の
役
割

　

女
性
農
業
委
員
て
ど
ん
な
こ
と
を
す

る
の
だ
ろ
う
か
と
男
性
が
多
い
中
で
の

三
人
で
、
と
て
も
重
い
気
持
ち
で
、
初

め
て
の
委
員
会
に
望
み
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
「
男
女
共
同
参
画
」「
家
族

経
営
協
定
」
と
講
演
会
、
講
習
会
を
聞

き
、
文
字
に
す
る
と
、
堅
苦
し
い
け
れ

ど
、
ど
こ
の
家
で
も
、
良
い
作
物
・
作

柄
を
目
標
に
、
家
で
話
し
合
い
、
畑
で

話
し
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
経
営

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。「
男

女
共
同
参
画
」
は
経
営
だ
け
で
な
く
、

家
の
中
の
こ
と
も
多
い
に
、
男
性
に
参

加
し
て
頂
き
た
い
。

　

お
互
い
が
、
い
つ
ま
で
も
、
元
気
で

い
ら
れ
る
た
め
に
。

　

年
を
重
ね
て
来
た
時
に
、
家
の
中
の

事
、
何
で
も
わ
か
り
、
ま
ご
つ
く
事
の

な
い
よ
う
に
。 

男
性
、
女
性
の
役
割

が
あ
る
中
で
、
理
解
と
協
力
を
大
切
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
携

わ
る
方
々
の
、ご
苦
労
に
感
謝
致
し
ま
す
。

⻆田ゆり子さん
（南内出）

竹吉　信子さん
（赤谷）

真下喜美子さん
（森下上組）

声声
聞きたい、知りたい

みん
なの
みん
なの

昨
年
12
月
か
ら
活
躍
さ
れ
て
い
る

３
名
の
女
性
農
業
委
員
の
声
を
お

届
け
し
ま
す
。

声声
聞きたい、知りたい

みん
なの
みん
なの意欲とやりがいを持った農業経営に



別
れ
と
出
逢
い
の
春

　

４
月
に
入
り
、
新
年
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
景
観

や
風
景
を
守
り
、
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
と
共
に
、
こ
れ
ら
を
生
か
し

た
活
力
あ
る
村
を
目
指
し
て
、
景

観
形
成
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

景
観
づ
く
り
は
、
そ
こ
で
暮
ら

す
住
民
の
理
解
と
協
力
が
大
切
な

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
息
の
長
い
取
り
組
み
だ
け
に
、

住
民
と
行
政
が
互
い
に
意
志
疎
通

を
図
り
な
が
ら
課
題
を
詰
め
、
進

め
て
い
く
こ
と
が
肝
心
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、「
景
観
や
風
景
は
、

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
も
う
取

り
戻
せ
な
い
貴
重
な
財
産
」
と
の

意
識
を
共
有
し
、
自
主
的
な
精
神

に
基
づ
い
た
住
民
運
動
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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こ
の
会
は
、平
成
二
十
一
年
四
月
、

七
名
で
発
足
し
ま
し
た
。

　

村
の
見
所
を
紹
介
し
た
り
、
案
内

す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
昭
和
村

フ
ァ
ン
の
拡
大
を
図
る
べ
く
、
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
、
村
を
訪
れ
た
方
々
や
昭
和
村
ふ
る
さ
と
大
使
、
村
づ

く
り
協
力
委
員
、
学
校
の
生
徒
・
先
生
方
に
村
の
歴
史
文
化
な
ど
を

案
内
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、
村
民
の
方
々
に
も

村
の
歴
史
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
ふ
る
さ
と
歴
史
文
化
講
座
を
開
講

し
、
今
年
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
当
局
の
ご
理
解
に
よ
り
、

昨
年
六
月
か
ら
は
「
広
報
し
ょ
う
わ
」

で
、
村
の
歴
史
を
紹
介
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
村
や
村
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
頂
き
、
村
が
推
進
す
る
観

光
産
業
の
振
興
、
景
観
を
生
か
し
た
村

づ
く
り
に
、
会
員
共
々
協
力
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 人

地
域
で
が
ん
ば
る

シ
リ
ー
ズ
23

材料（15㎝丸型１個分）
クリームチーズ…100ｇ、豆乳…80㏄、プレーンヨー
グルト…70ｇ、砂糖…大さじ３（27g）、レモン汁…
小さじ１、粉ゼラチン…５ｇ、水…大さじ２、いちご
…３〜５粒、ビスケット…15枚
下準備
・クリームチーズを常温で柔らかくしておく。
・ 粉ゼラチンは水大さじ２に振り入れ、ふやかしておく。
・苺はへたをとり、すりおろす又はつぶしておく。
作り方
① 下地を作ります。ビスケットを丈夫な袋に入れ、そ

の上から麺棒で叩いて細かくする。少量の豆乳を加
え、少し生地をしっとりさせ、型に敷きつめます

② ボールに常温で柔らかくなったクリームチーズ、豆
乳、ヨーグルト、砂糖、つぶしておいた苺、レモン
汁を加えて、よく混ぜ合わせる。

③ ふやかしておいたゼラチンをレンジで約30秒加熱
し、完全に溶けたら、②のボールに加え、混ぜ合わ
せる。その後、氷水にあてながら、とろみがつくま
でさらに混ぜ合わせる。

④ ①に③を流し入れ、平らにし、ラップをかけ冷蔵庫
に入れ１時間以上冷やし固める。

栄養価	（1/8個分）
熱量…122㎉、たんぱく質：2.6g、脂質：6.0ｇ、 
カルシウム：64ｇ、塩分：0.2g
ワンポイントアドバイス
・ 豆乳とヨーグルトを使うことでカロリーダウン！大

豆のクセのある臭いも気にならないので、子どもか
ら大人までおいしく食べられます。大豆は栄養価が
高く、血中コレステロールを減らすなどの良い働き
をしてくれるので積極的にとってほしい食品です。

・ クリームチーズが固く混ぜにくい場合はレンジの解
凍モードで１分ほど加熱するとよいでしょう。

鍛屋地古墳公園を案内

春の健康ちょこっとレシピ　（昭和村管理栄養士　堤　梨紗） い
ち
ご
の
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

会	

長		

⻆
田　

勝
美
さ
ん　
（
橡
久
保
南
部
）

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会


